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およそ．1・藁…捜i総は人や勃を巡：のであるから，航空

接に限らずge．動軍等に於てもそれ自腔嚇阻はできるだ

iテ鯉い方がよい．霞重が重ければ航空機の場合と同じよ

うに程蜜の差こそあれ，その樹髭は常膿低下する．アル

ミ台金ほ鍔二比し比vab：II3で．しかも張疫がε抽饗ら

ないので輕構造焉の材粍として非常に右剰であるため，

從尉ま航空錦構造材粍としてもつばら用いられていた

t：’霞動車の輕量化Oためにも非常に役立つはずでち

っ・しかし，良重君車に於て‘ま，償格の甦や修理の難易等

も大い聴えねばならないか6，アルミ飴を大量に使

痘さ栃ためにはこれら＝，Elfな間題もK．｝にtWixして

いかな；ナればならないことは勿論である．

　しかし，誌外瓢の都情をみると．アルミ合金は既に10

輪前から良動車轍寺に・砿jl三建に1継用いられていた

これは聯に於itる航空権謎能力を鴨にXつておく

妨の各國の政策に駄つたかも綱LなL・：：，やはり大

きな独まアルミ触利男による重簾試⇒・．・ス騰の

eCewに聡をもt　6したからである．　、・ス以外でも旙

”一一tmt’一一 R瑞ま早くカ・らアルミ合金製の軍拗翔い

　　　　　　　　られ叉乗用車でも都分的にはかなり以前

　　　　　　　　から使用されていたのであるから，近い

　　　　　　　　將來には諸外図にアルミ合金製乗用車が

　　　　　　　　多歎閏現することであろ5．

　　　　　　　　　さて，・我國としては今日では軍備の放

　　　　　　　　棄により航空工業の復活は當分見込がな

　　　　　　　　くなり幸にアルミ合金のカ1工設備の多く

　　　　　　　　は逝休のまま残つている，賠償の解除と
　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　材塀の供給さえあればこ）．tらtま直ちk良

　　　　　　　　動車工業に利用できる．しかも燃料事情

　　　　　　　　の將來も苦しい我國に於ては車薩の輕置

　　　　　　　　化によつて燃粁を経清的に使用できるこ

　　　　　　　　とは大し｝に考えねばならなN・ことである

　　　　　　　　又それ以外に加速性能と・登坂能力の改善

　　　　　　　　及び穫載随の埆加等の利災を無覗できな

　　　　　　　　い．次にこれらの鮎並びに構造と張度上

　　　　　　　　の諸閲題について簡輩に述べてみたい。

走行抵抗の減少

　　　　　　　　　　まず，アルミ合金を自動暉建に使用す

　　　　　　　　　るiuaの主冒的であるところの輕量化と

　　　　　　　　　性能の向上との囲係を考えてみる．走行

　　　　　　　　　中の自動車の全蟹抗Tはころがり抵抗

　　　　　　　　　CTt）．室氣抵抗（T：），加速のための慣性

建．．励）鷲膿藷鞭塁籍詫塗
　　　　　　　　　Tlである．これらの抵抗の中で室築抵抗

　　（T：）のみは自動車の形状による係鍛や速度の自乗等｝こ

　　比例するもので車の簸には無關係であるボ，他の抵抗

　　T1．　T：，及びT；等はいずれも重量に大匿比例したもの

　　で走行の速愛にはほとんど開係しないものとみられる．

　　従つて自霊を輕くすればそれだけ性能が向上することが

　　判る，これらの議抗力に蓮度を柔ずればパツとしての損

　　失が得られる，ころがり抵抗と室氣蛙抗による篤力の損

　　失を案用軍の場台の一例として第1匪に示した．この圖

　　で最大利用馬力とこの2つの挺抗損失の和との差が加速

　　や登坂の馬力に利用されるものである．車の程類と又走

　　行速変によつてころがり抵抗損失と室無抵抗損失の齢合

　　は異ろが，ころがり蟹抗による損失ほ速変の比較的小さ

　　いとき特に無覗できないことがわかる．自1ち，自重の輕

　　減によるころがり抵抗の減少は，高速度では室氣抵抗が

　　比較的大きくなるから，最高蓮変の暑加には絵り役立た

　　ないかも知れないが，連変が小さいときの登坂能力や加

　　速性能の向上には非常に役立つことが明らかである．

　　’
　　　鰍清費の減少

　　　アルミ合金を用いて1ヨ重が輕くなれば，それだけ灘
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　　　　　　郎1圖　自動車の抵抗損失
　　「車力：軽くなればこるがり抵抗の損失がへろ）

’量を墳すことができる封合もある．また積載量をそのま

まとすれば，重量がへつただけ走行抵抗がへるから一定

の走行購に封する燃野溝費の割合が減少すること，及

びタイヤの消耗寧の滅少などが得られる．これは輕合金’

を車陛に用いた場含の大きな利鮎といわれている．

　いま，鍾潜速慶で走る燭合を考えると褻動醗の1時間．

當り1馬ヵ堂りの榊｝滑費卒は速度の墨化により鯨り愛

らないと考えられるから．走行に要する必要馬力が減少

すればそれに比例して一定噸…行贈猛りの燃料妻樗費が

へることになる．輕合金を都分的に使用しただけで空車

重量を約1鯉賊ずることができ，その結呆1立醤りの走

行臨離を約7％垢すことカ；できた賓例があるが，これら

は以上の理由によpて充分説明できよう・

　アルミ台金は將來その値段が大分安くなる見込みであ

るが，現在のところではアルミ合金で車彊をつくれば自

重陣の贋格は多少高くなることは止むを得ない．しかし

もしアルミ合金を用いて車強の劉正化ができれば製晶の

高いことはその後の登走行中の燃料費の藻少によつて充

分補うことカ：できる：バス及びトラツクなどに於てはそ

の醐走行蝶を約1C～15萬㎞殿とすれば，この
蛋…行中の燃料費は饗品の賑入贋格と同程度又はそれ以

上に蓮するから，燃聲費の衝約は無屍できない．

どの程度輕くなるか

　普通自コ方車の構逡はシヤシと事楚に大別される．この

2っの部分の重最の割台は良重胆茸の錘類によつて非常に

柔る。例えば本麓と室京重量の比はトラックでは

3t％前綾，乗用車では約45％くらい．また，バスは約

55％くらいである．從つてバスや象用車ではコμ彊の腫孟

化が垂霊マの車E満に≡序常iこ役土つことがわかる．

　まず，ンヤシの部分について考えると，ユ，，、讐やばね等

の非跳窪部分〔約40％）と車叢及びこれに歌付けられる

凱勤壌窪係，操羅及び傳動系続などの跳躍部分（約60％）

40

　　　　　　　　　　　　　　・一凋

に分けられる．この非跳躍部分及び跳躍部分でも軍豪を・

除く他の部分は構造材料は殆んどなく主として輕合金鐘．

物が利用し得る部分が多い・これらの部分は比轍肋の｝

加わらないケース類などが多いから，それらに輕合金を

利用すれば輕合金使用量と同程度の重量軽滅がなされう

ることは多くの實例が示している・次に，シヤシ申の皐’

盗は重量割合は案外少ないものであるが，車睡ほ勿詣，

我動磯その他の跳距部分の凡てを支えるものであるから

適常な弧度と剛性が要求されるものである．軍壁に1疑

來木凝及び木鋼混用などがある．銅製は殆んど溝型にプ

レスされたもので噺面は一定ではない，これにはアルミ

合金の大型の型材叉はブレスされたものが使用し得る．

　しかしJアルミ合金のヤソグ李の低いことによる卑峯

の曲げ剛｛生の無下を防ぐために薗面を厚肉にすると鋤

コ匡五との輕減は得られないから，噺面の高さを壌して甑

2次モーメソトを大きくすることにより戯の翼滅を計

らなければならない．しかし，」匡皇のアルミ合金化にょ

り得られる重量の超滅量は比較当モ沙ない・京歪笹の軽量

化には特に粟用IPやパスに於ては．寧葭にアルミ合金を

使用することが最も有効であろことが重五上分布からみて

も明らかである．

　實例によれば，車睡にアルミ合金を全画的に使用した

ものには室jl〔重量を10％以上輕滅した例は少くない．

勿論，これには構造糠式の合理化及び9【三構造部材の輕舎

金化も含まれているが，從來の車盟に軽漣化の饒地ボ多

いことを示すものである。たとえば，床摂等にアルミを

使用すること【土損傷の昌で難かしいと思われていt　t：，

木製床よりははろかに耐久性がある・　　　　　　　　。

　また，さらに最近は構造力學上有利とされていろ享蚤

と車毬を一彊化した所瀧ユ昌ット・コンストラグショソ

が用いられろ傾向にあろ．　〔第2匠1及び口鎗参沼）これ

らにアルミ合金の雁力外皮構蓬を月いれば餐苓…の軍羅と

隣i躍h

　　第2圖　＝＝r－’トコントラクシコンのパス
　（こo構．＿探式は軽合金の棚i｝lld、’1を更に高～うδ｝

職を含む跣訟。扮磁について一Cに凱rの正葦融

がなされる．戯1蛾口に於ても藻罪、；アル誰銀

のπ方外皮のニニツトコソストラクシヨソをTいた1”，

をfEらせている．このようなアルミ離契d誰i二鮮

は同種類の軍に比し非常にくエく，例えば米岳のV｛γコ

」
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，チ｝強製の耐蝕性アルミ合金を使用した41人乗バスは

同程度の車に比し約30％差i車遡：輕くできている・．

　強度と副性の考察
　　　　　　　　　　　　　　　　、

自動車の1灘に用いられるアルミ合金は張度上からは

ジユラルミy（抗張力aB＝42　kg／mme，降伏鮎ay＝

£8k9加m琶）がよいが，灘無の多い我國では醗蝕挫を考え

る翻蝕性カレミ飴（aB＝3°kg／㎜2・・y＝箪9／興2）

を漏いることとならう、しかし，癌匠アルミ合金に封す

狼好な防蝕塗睾｝が出來◎・るから，t”＝Lラノ貞y系の

君醤でも充分ではないかと老えられる・いま，張度上や

“PNifijではある灘蝕齢金と・B＝4ω・9／mm’，　aY＝、

a8　kglmmeの鍋との強さの比較をしてみる．なお；鍋と・

アル．ミ合金のa＊9の比（P・1P・）及びやソグ牽の比（E・／Ea）

は夫々2．8及び3とする．

亭板の挫屈については，匪縮及び勇断何れにっいても

錠国懸力acrはE（t／の2に比例する・（第13面｝ここで

’は柵享を示す．從つて挫属荷霊Pσ（＝σ‘rbt）はEt3に

比例する．錆の・伐りにアルミ　　　　，　　’

台金を｛吏用する柵合挫屈荷重

を岡しにすれば，板厚の比は

ち，，∫塁彰置槻≒L44となる

圃ち，鍋板に比し板癖を増1せ

ばよい．この場合の重浬比は

1．“12．8＝C．51　となり重五圭は

‘9％輕くなる．1司橡のことを

長柱の雛屈について考えると

PtiはE1に比例する．甑
彩オ：領似であれば11ま箇画穣

のA自業に比例すろから，

叢局P‘．はE．4：に比例する．

同じi捜屈荷置にi封して重量の

tA） tB　2

第3岡　錆の代りに
アルミ合金を用い～v

Iま矩形板では宗tJ　49％

軽くなり長柱では約
38％輕く一なる．

比は　PcA』／ps・4s　＝（Pa／Ps）へ！Es／Ea＝O．62となる．即ち

柱にアルミ触綿いれば約：8％輕く泌．又翻の

麟ないものの圏寮喋胎は引張の場合と大膿同檬に考
ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

zてよい・最計の目安を降伏鮎におくとすれ1ま，この場

合の重量比ほ（28124｝÷2s言α娼，脚ち，一アルミ合金を

鳳東ぼ約58％輕くなる．塑性挫糧をする短柱の睡縮

1こ鵜ま3s％ど5s％の輔の猛量輕灘：得ら泌と

X・えらオ殉以上のように群搬唱のみから教る，

と縫材醤の麗は約李分位に激らすことボ出來ること・

となる・勿i奮，二車歪彊については携ii臨都財のみから威る

観な・・こと及び振餅灘などについてもtr’fi．．n（・t’一

ならないから，室ユ；1駈を4・分1．へらすわけにはいかな

㌧繋も3呪醸の職輕灘不可能でないことt，・2っ

ム為．　　　　　　　　　　　　　　、

輪舳・ついて哉ると，　・・：・i・Zl：11，，lifi－；一’1：，L1＃ILて野．

E・・Tll－｝：・1　一．7．ためにほアルミ鍛1ま鋤ヒしヤシ雌

・．
?S91．

が1／3であるから，これを補ため苛こはアルミ合金の場・

合は断面の寸度を大きくしなければならない．そのため

に晦面の肉厚を墳すごととすれば重量は殆んど輕溝声れ

ない．しかし，これは剛焼をある山定荷震をと封する擁み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　
の蓮轍を以て判噺した場合であるが，車膣各部の輕量化一

・によウ荷霊白鵬肇少くなるのであるから，この揚合の剛

牲iは構蓬物（積載物を含む）の自愛による麗みの逆敷を

以て孕院す弓方が合理的である・この考え方醐髄物の

寅己拡動数の大小を以てその者1雛物の剛性を判定するの

と同じである，例えば，簡理な振動系では自重による擁

みをδとすれば自己振動i致は（112π弘！『 vで興えられ
る．脚ち，輕台金の使用によつて自重が輕くなることが

．ヤソグ率の小さいことによる剛性低下を救つてくれるわ’

けである．叉，曲げ剛性については．Elに比例するから’

断面積をまさず雌緬の高さをまして1を大きくするこ

とにより岡弱生を商めるととも出來る．J　　I

　　　　　　　　N
　しかしながら，剛性は結局乗心地や材料の疲努に關蓮’

をもつ鏡劾の問題に！輝係するため1腰と考えられる．質

融によれば車鎧の振動は簡軍な弾性捧の曲げ叉は綴tの

振動と異り車睡蚤蜷としゼの外に，床面，側壁又は天井

など各部が沓自己振動敷をもち，それが互に影響し合つ’

て複難な機能示すものである・從つて・庫盟鯛甦は

欝蜻張庚とは異り，どの程度を要求すべきか簡箪にそめ・

蕩準を示すことは目下のところ困難である．要するにプ：

ルミ合金のヤング牽の低いeと年よる剛｛生低下は實際問

題として鍛り心配しないでもよいと思われる．・，　．；

　車瞳の爾久性

　喪際には，車燈は欝酌強度を目安｝こして摘ii造部紡め寸L

度が淡定されることが多い：しかしbこのように設計さ’
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

れたものが疲勢に饗し’i；如何なる張さをもつかが問題で

ある．この澱について銅を用いた場合とアルミ合金を用

いた場合の此較を行つてみる．材料には繰返し殴力が何

回茄わつても破損しない慮力，脚ち，i疲獅艮がある．一し

かしながら，自動庫は走中にはしばしばこり疲勢限以上・

の懸ヴコが加わる．これらの回激は比較的少ないものとし

ても何時かはこの匪力によ』つて庫睡の壽命がくるもので

ある．

　害て，i蜜努限は材料によつても異るが鋼に於てはだい

たい｛拠長力の約40％であるのに比してアルミ合金に於

ては筑張力の約25％である．從つて，疲ii誉限からみる

とアルミ合金は繰運し懸力に甥して不利のようにみえる

しかしながら，一方渡携限以上のある墜力に封しては疲

勢破扱に至るまでの圃敬は鍋より多い．（第4画）從つて

自鍛庫のように疲勢限以上の慮力が加わることにより車

彊の静命ボ定まるものに於てはアルミ合金は必ずしも鋼

に比して不利と｛tいえない．叉，三盤力外皮搭ii造をi課用す

ればこ媒雛都分は挫磁力1・：よつて畿計される部分が

41
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　　　第4圖　鋼とアルミ合金の疲勢曲線の比較

　　　　　　嚥力の＊tいときはアルミ合Qの方
　　　　　　　が疲努につよい）

多L・．このような部分のIEIIilaPJRcいさそのもの1鮎ヒ較的

小さい力吻疲勢破損㊧需それに比較的少ない．懸力の大

きい部分に封してのみ静的彊度に多少のゆとりをもたせ

れば麟破損のおそれは錆使用の場合1：rkして必ずしも

多くない．

’接　合　方．法

　アルミ合金饗のパス軍睡などでは接合の方法としては

一般に鋲接が利用され，多くは室氣ハソマ又は自動鋲接

機によつてかしめる。我國で航室工業からの鱒換した工

場ではこの種の製作ば容易である⇒：，從來からの自動車

工場では設備上困難があり．．・叉修翠の間題で使用者側に

もきらわれる傾向にあ．る．從つて．出來るだけ工作と修

理り容易な軟質鋲を用い，．叉ある部分はボルトやビス苛

めを用いるζとが必要である．しかし，乗用車では特に

　　　　　馳「

生産研究．

　　　　　第5圖　蹴熔接を用いたバス寧強

外覆の美を考慮しなければならないから，沈轍ま駐

熔接の必翼も生じてくる・又比鮫醐蜀度を要さない都

分には黙蔽をIH來るだけ使用して工作の能‡化をはホ

るべきである．從つて，工作容易でしかもアルミ合金の

性能を害さない購換の研究力朧される．
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　以上は問題の大嬰を蓮ぺたものであるt：，特に最後に

強調したいことは，」皿に鋼をアルミ合・金にとりかえただ

けでは充分その口的を建することは出來ないことでbδ

帥ち，．構逢務…式の合理化，工作法の改良又は肪蝕法など

の技術的改善が俘わなければその利用侃値を充分高め

る．わけにゆかない．從って，そのためには各分野の技竃

者の協力が必要である．國産のN［eeは外閣製に比して劣

つていることは既に定詐である．この際，）1［rcのアルミ合

金化を我國技術者の一脛辺としてとり』繧ｰ，世界の大勢

におくれないよう努力しなけれ．ばならない，（！95D」1．誕｝
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高周波加熟｝ζよる合板

、加工の所要電力圖表

　　　　　　　　　　　齋．膣　威　丈　僅鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　簸者は高周波によるぺ昌ヤ合板の成型の實用研究を

行つている汎この際所要電力の算禺を行う掲合がし

ばしばあり，便宜のため計算圖表を作成した．．著通∫5
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．ρ’Z3458【輩坂の厚こ〕tl毛｝
　　　　Al楼看尚面層の牧，．

いられているカゼイン系，又はカゼイン常fi．の尿禁系

接湖Hに就いて，NSsnv加黙のための竃力）U（A）と

坦板加黙に要する電力黛（B）’とを．＃tlSして圓表に示

した・即ち横粕に翠板の埠さ’（耗）及び接荊雨面眉の

鍛〔3プラィの時は1．5プラィの時は3etc）を探

リ．縦繭に麦面環1革方尺需りの竃力量、〔klVTmin〕

を表わしている．以上は所嬰高周波電力最であるので

商∫口周波入力電力には高周波鼓振襲置，熟扱失を加算

する必要があり，致多くの致測結果によ＃ば所要入力

冠力最は

　　　kW・T【nin＝（L7～3）x（A÷B）x（平方尺）

にて英えらおる．係薮として鹸珊波装置の其否，撃

絶緯の大小により棚需愛化するt；小型で熱損宍O大き

いもの1：IXいては3，大型のもので黙損失の少ない呂

合は2～1．7と探るぺぎである．一例として44乎方尺

の9プライ，　厚さ　Z7糎楠子の7『6放板を威型する饗

｛｝の所要高四波電力鍛は〔225十5．0）x4．4　x　6＝3［）OkW

‘Tmlnとなり，保蝕として1．7を探れば入力電力員1：

510kW・Tmin．從つて入力12　kWの量振段置鯛ψ

れば42．5分にて成型を行うこと」：Ut．zEるはずであろ’層

現左貴施しているのは約4D分で算出値とよくd致レ

て》・る・（1950・2・6）


